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６
月
10
日
（
日
）
、
磐
城
森
林
管
理
署
管
内

の
福
島
県
南
相
馬
市
（
海
岸
防
災
林
整
備
地
）

を
主
会
場
と
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
、
「
育
て
よ
う

希
望
の
森
を

い

の
ち
の
森
を
」
を
テ
ー
マ
に
第
69
回
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催
は
、
昭
和

45
年
に
猪
苗
代
町
で
第
21
回
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
48
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
、
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
後
、

東
北
の
被
災
地
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

式
典
が
始
ま
る
直
前
に
は
雨
も
あ
が
り
、
参
加

し
た
約
４
，
９
０
０
人
に
よ
り
、
式
典
会
場
隣

接
地
約
５
ha
に
福
島
県
の
方
々
が
育
て
た
ク
ロ

マ
ツ
な
ど
１
８
種
類
の
苗
木
２
万
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
福
島
県
各
地
域
の
伝
統

芸
能
や
震
災
か
ら
の
復
興
を
象
徴
す
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
霊
山
太
鼓
や
山
木
屋
太
鼓
、

会
津
彼
岸
獅
子
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
そ

の
他
、
感
謝
状
の
贈
呈
や
、
平
成
28
年
度
よ
り

福
島
県
内
全
市
町
村
を
巡
っ
た
「
森
林
と
の
き

ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
の
ゴ
ー
ル
セ
レ
モ

ニ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
っ

て
、
海
岸
防
災
林
の
基
本
樹
種
で
あ
る
「
ク
ロ

マ
ツ
」
や
福
島
県
と
開
催
地
南
相
馬
市
の
木
で

あ
る
「
ケ
ヤ
キ
」
の
ほ
か
、
「
ス
ダ
ジ
イ
」

「
ア
カ
マ
ツ
」
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
「
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
」
の
６
種
の
「
お
手
植
え
」
や
、
福
島
県
と

関
わ
り
の
深
い
樹
種
の
「
津
島
マ
ツ
」
「
飯
豊

ス
ギ
」
「
ベ
ニ
シ
ダ
レ
」
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
「
マ
ル
バ

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
」
の
４
種
の
「
お
手
播
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
高
校
生
た

ち
が
高
村
光
太
郎
・
智
恵
子
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
踊
り
や
演
劇
を
発
表
し
、
復
興
へ
歩
む
福
島

の
姿
や
様
々
な
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
全
国

か
ら
の
参
加
者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
福
島
県
知
事
か

ら
来
年
度
の
開
催
県
で
あ
る
愛
知
県
知
事
へ

「
全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
「
木
製

地
球
儀
」
が
手
渡
さ
れ
、
次
回
植
樹
祭
へ
開
催

が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
会
場
と
大
玉
村
の
「
ふ
く
し
ま

県
民
の
森
」
に
設
け
ら
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

が
双
方
向
中
継
で
結
ば
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

で
の
ス
ギ
の
記
念
植
樹
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
の
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
再
生
へ

の
願
い
が
式
典
会
場
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
福

島
市
、
郡
山
市
、
白
河
市
、
会
津
若
松
市
の
４

箇
所
に
開
設
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
会
場
に
も
式
典
会
場

の
様
子
が
放
映
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
大
会
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
福
あ
る
島
」
（
郡
山
市
ゆ
か
り
の
Ｇ

Ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｎ
作
詞
作
曲
）
を
出
演
者
全
員
で

合
唱
し
、
大
き
な
歌
声
が
響
き
渡
り
会
場
が
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。

式
典
会
場
に
隣
接
し
た
「
お
も
て
な
し
広
場
」

で
は
、
福
島
県
の
魅
力
を
象
徴
す
る
特
産
品
や

飲
食
物
の
販
売
、
民
芸
品
の
張
り
子
の
販
売
、

木
製
品
や
森
林
・
林
業
に
関
す
る
企
画
展
示
な

ど
の
様
々
な
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
音
楽
や
踊
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
福
島
県

内
外
か
ら
の
参
加
者
へ
福
島
県
の
魅
力
が
Ｐ
Ｒ

さ
れ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

暖
か
い
お
も
て
な
し
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

シンボルマークと大会テーマ

緑の募金を呼びかける

「ミス日本みどりの女神」

代表者記念植樹

（漆原前局長）

ブース出展

（草木染めと木炭）

『
第
69
回
全
国
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る
』

～
育
て
よ
う

希
望
の
森
を

い
の
ち
の
森
を
～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
地
元
磐
城
森
林
管

理
署
が
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
津
波
被
害
に
あ
っ
た
「
松
川
浦
海
岸
林

再
生
に
向
け
た
取
組
」
や
「
絵
で
見
る
日
本
の

森
林
」
の
パ
ネ
ル
展
示
、
草
木
染
め
や
木
炭
の

展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
木
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
や

コ
ー
ス
タ
ー
等
の
制
作
体
験
等
を
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
と
こ
ろ
、
順
番
待
ち
が
出
る
程
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
子
供

達
は
、
自
分
で
作
っ
た
ド
ン
グ
リ
や
松
ぼ
っ
く

り
を
使
っ
た
動
物
顔
の
コ
ー
ス
タ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ

プ
の
完
成
品
を
見
せ
合
っ
た
り
、
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
と
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
入
口
の
「
木
の
名
前
漢
字
ク

イ
ズ
」
の
パ
ネ
ル
前
で
は
、
多
く
人
た
ち
が
真

剣
な
顔
で
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。大

盛
況
だ
っ
た
磐
城
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス

に
は
、
立
ち
寄
り
者
延
べ
千
人
程
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

来
年
の
第
70
回
全
国
植
樹
祭
は
、
愛
知
県
森

林
公
園
（
愛
知
県
尾
張
旭
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。き

の
こ
特
集

夏
に
発
生
す
る
き
の
こ

夏
に
良
く
発
生
が
確
認
さ
れ
る
「
き
の
こ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

カ
ワ
リ
ハ
ツ
（
食
用
）
（
ベ
ニ
タ
ケ
科

ベ

ニ
タ
ケ
属
）

七
月
上
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、
里
山

や
森
林
公
園
内
等
の
広
葉
樹
林
内
地
上
に
散
生

し
ま
す
。

カ
サ
は
五
㎝
か
ら
八
㎝
位
で
表
面
は
淡
赤
色

や
青
色
又
は
黄
緑
色
と
変
化
に
富
ん
で
い
る
所

か
ら
カ
ワ
リ
ハ
ツ

と
言
う
和
名
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

柄
は
四
㎝
か
ら

七
㎝
位
で
白
色
で

平
滑
で
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
柄

に
直
角
に
接
す
る

直
生
か
ら
柄
に
円

を
描
く
よ
う
に
接
す
る
上
生
で
す
。

ベ
ニ
タ
ケ
属
の
き
の
こ
に
は
珍
し
く
ヒ
ダ
は

柔
軟
で
壊
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
ベ
ニ
タ

ケ
属
の
き
の
こ
の
ほ
と
ん
ど
の
種
は
、
ヒ
ダ
を

指
で
触
る
と
す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ツ
ル
タ
ケ
（
毒
）
（
テ
ン
グ
タ
ケ
科

テ
ン

グ
タ
ケ
属
）

七
月
上
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
か
け
て
広
葉
樹

林
内
地
上
に
単
生
か
ら
散
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
五
㎝
か
ら
七
㎝
位
で
表
面
は
淡
灰
色

か
ら
灰
色
で
溝
状
の
線
が
あ
り
ま
す
。

柄
は
七
㎝
か
ら
十
㎝
位
で
表
面
は
白
色
で
上

部
に
白
色
の
ツ

バ
（
内
皮
膜
）

は
な
く
、
下
部

に
鞘
状
の
ツ
ボ

（
外
被
膜
）
が

あ
り
ま
す
。
ヒ

ダ
は
白
色
で
ヒ

ダ
が
柄
の
つ
け

根
と
離
れ
て
い

る
離
生
で
す
。

（５）平成３０年７月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１６９号

今
月
の
表
紙

「
南
か
ら
来
た
火
山
の
贈
り
物

（
伊
豆
半
島
）
」

伊
豆
半
島
は
、
約
二
千
万
年
前
に
現
在
の

小
笠
原
諸
島
の
硫
黄
島
付
近
に
あ
っ
た
海
底

火
山
群
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
と

も
に
北
へ
移
動
し
、
本
州
に
衝
突
し
て
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
地
殻
変
動
や
火
山
活
動
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
た
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、

そ
し
て
特
有
の
文
化
は
国
際
的
に
も
評
価
さ

れ
、
今
年
四
月
、
国
内
で
９
地
域
目
の
「
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

伊
豆
の
国
有
林
は
、
海
洋
に
面
す
る
天
城

連
山
を
中
心
に
分
布
し
、
太
平
洋
岸
で
は
珍

し
い
広
範
囲
な
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
や
カ
エ
デ
の
天
然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
流
が
磨
き
上
げ
た
美
し
い
溶
岩
の

岩
肌
が
見
ら
れ
る
滑
沢
渓
谷
な
ど
の
ジ
オ
サ

イ
ト
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
以
降
、
観
光
客
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
適
切
に
国
有
林
を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

ブース出展

（大賑わいの木

製ストラップ） 法被とのぼりで

「山の日」PR


